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北海道ニセコ町

環境モデル都市としてニセコ町が目指す視点

人口：４，８２３人（2010年国勢調査）

(うち外国人住民１４２人)

世帯：２，０５４世帯

基幹産業：観光・農業

観光客数：１４１万人

（うち外国人５５,０００人）

面積：１９７．１３ｋ㎡

高齢化率 ２５％

北海道屈指の豪雪地帯

ニセコ町の基幹産業は観光と農業であり、そのどちらも豊かな自然環境が基盤

となっていることから、「環境」こそが町の生命線という考え方で、環境政策に

徹底して取り組んできました。

第5次総合計画「環境創造都市ニセコ」（H24～H35年度）では、地球温暖化対

策や地域資源循環を進めていくこととしています。

こうした計画をもとに地球温暖化対策実行計画（区域施策編）では、ニセコ町

のCO2排出量を2050年までに1990年比で86％削減することを目標に掲げています。

平成26年3月ニセコ町は、道内で帯広市、下川町についで3番目に国から「環境

モデル都市」に選定されました。これを機に、町では地球温暖化対策をさらに進

め、国際環境リゾート地として成長させていきます。

※環境モデル都市とは、低炭素社会の実現に向け高い目標を掲げて先駆的な取組みにチャレン

ジする都市として、国から選定を受けた都市のことです。（平成２６年５月現在２３自治体）
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環境モデル都市として、ニセコ町が目指す視点は下記の３つです。

ニセコ町の1990年、2007年のCO2排出量の推移は下記のとおりです。環境省の簡易推計によると2010年は

2007年比で15％減少していますが、今後詳細推計でより実態にあわせたCO2排出量を推計します。

「ニセコ町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」（平成23年6月」より

観光業観光業観光業観光業（（（（民生部門民生部門民生部門民生部門））））
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環境モデル都市行動計画概要

二酸化炭素排出量削減目標

2016年度 7％削減

2020年度 30％削減
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熱分野を中心とした低炭素なまちづくり

�冬季の熱需要の多いニセコ町では、地中熱や温泉熱、木質バイオマスなど熱分野での再生可能エネ

ルギーの積極的導入を図り、低炭素なまちづくりを進めます。

�観光施設の省エネ化や観光事業者へのランク付けなど観光分野の低炭素化を進めます。

観光と環境の横断的な取組み

�観光客からの出資で観光施設などに再生可能エネルギーの導入を進めます。

�観光客に対する宿泊税などを検討し、その収入を町民へのエコ活動に還元したり、観光施設の省エ

ネ化などの財源として還元するしくみづくりを進めます。

�観光事業者にCO2排出規制をかけるとともに、CO2排出量削減の取組みを支援します。

町民生活における省エネ及び再生可能エネルギーの普及

�デマンドバスなどの取組みをさらに発展させ、地域内交通の低炭素化に挑戦します。

�ごみの減量化・資源化、省エネ家電やエコ住宅の導入、独立型電力の普及支援など生活環境のエコ

化を進めます。

�町内すべての小中高等学校及びインターナショナルスクールのエコスクール化を行い、環境教育・

人材育成を進めます。

農業や産業における再生可能エネルギーの普及

�ニセコの地域資源である雪氷熱利用を積極的に進め、農業や観光など産業の活性化を図ります。

�農業ハウスへの地中熱ヒートポンプ導入を進め、通年型農業を進めます。

スマートコミュニティ・ニセコの実現

�エネルギー供給会社を設立して、エネルギーの一元管理を行い、平準化を図ります。

�ニセコ駅前エリアをモデル地区として再生可能エネルギーによる熱・電力のネットワーク化を進め

ます。

持続可能な観光の推進

�世界中にニセコの環境への取組みを発信し、国際環境リゾート地・ニセコの地位を確立します。

�観光客の関心を「遊び」から「環境保全」に向けてもらえるようきっかけづくりを行い、観光事業

者とともにサイクルツーリズムやフットパスなどより環境負荷の少ない観光方法を推進します。

�観光客に対するエコポイント制度を設け、より環境負荷の少ない観光方法のインセンティブづくり

を行います。

�観光事業者の環境への配慮に対しランク付けを行う環境クオリティ認証制度を設け、観光客・観光

事業者と一体となったCO2削減を進めます。



推進体制や事業推進の考え方

環境モデル都市としてニセコ町が目指す姿

ニセコ町 企画環境課 環境モデル都市推進係（桜井・大野）
〒048-1595 北海道虻田郡ニセコ町字富士見４７番地

TEL：0136-44-2121 FAX：0136-44-3500
Email：kankyo-e@town.niseko.lg.jp

URL：http://www.town.niseko.lg.jp/

ニセコ町は、総合的なまちづくりの視点に立って持続可能な資源循環型スマートコミュニティ
社会づくりを進め、世界から信頼される国際環境リゾート地を目指して努力していきます。

環境モデル都市として、ニセコ町が目指す姿への道筋を下記に示しました。

私たちは、これまでも町の取り組みや事業に対して、住民とともに知恵を結集させて取り組んできました。今後も、

多様な人々との連携した体制を作り上げて、実践し、地域全体をマネジメントしていく体制を構築していきます。
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庁内横断的連携

北洋銀行

北海信用金庫 等

北海道大学

北海道環境財団 等
NPO法人北海道ｸﾞﾘｰﾝﾌｧﾝﾄﾞ
NPO法人ﾆｾｺまちづくりﾌｫｰﾗﾑ
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等
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地中熱による農業ハ

ウス実験

ビジネスモデル調査

・実証実験

実践事業

ごみ一部有料化 17種類21区分

地域全体をマネジメントする体制の構築
ニセコ町環境モデル都市推進協議会

地熱利活用検討協議会

環境政策が、総合的・一体的に行われる地域

資源循環型の環境創造地域

国際環境リゾート地としてのモデル地域


